
44 河津町道路施設の長寿命化の推進
平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 河津町

・健全度が管理限界を下回っている橋梁について、適切な補修により施設の安全性確保及び長寿命化を目指す。
・道路ストック総点検を実施することにより、計画的かつ予防的な補修を行い、道路交通の安全性確保を目指す。

橋梁補修の実施率を0％(H25)から100.0％(H29)に向上する。

平成29年度までに計画的な補修すべき橋梁の補修実施率
(橋梁補修の実施率)＝(補修実施橋梁数)/(平成29年度までに計画的な補修すべき橋梁数)×100

事　後　評　価　

○事後評価の実施体制、実施時期

令和７年４月

各市町ホームページ等により公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　道路事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 団体 間接 主体 種別 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29

44-A1 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 8 策定済 H26

44-A2 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 7 策定済 H26

44-A3 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 3 策定済 H27

44-A4 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 7 策定済 H27

44-A5 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 4 策定済 R1落橋

44-A6 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 5 策定済 H28

44-A7 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 3 策定済 H28

44-A8 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 27 策定済 H30

44-A9 道路 一般 河津町 直接 市町村道 点検 河津町 5 -

44-A10 道路 一般 河津町 直接 市町村道 点検 河津町 2 -

44-A11 道路 一般 河津町 直接 市町村道 点検 河津町 36 策定済

44-A12 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 5 策定済 H29

44-A13 道路 一般 河津町 直接 市町村道 修繕 12 策定済 H29

合計 124

河津町

（１）　大鍋水口奥川線（水口橋）

（１）　湯ヶ野小鍋４号線（松峰橋）

令和7年4月30日

（１）　沢田線（寺川橋）

道路ストック総点検

道路ストック総点検

長寿命化修繕計画・橋梁点検

（１）　大鍋向沢・立間線（立間橋）

（１）　沢田峰線（峰小橋）

橋梁補修　N=１橋

個別施設計画
策定状況

（１）　大堰峰線（峰橋） 橋梁補修　N=１橋 河津町

要素事業名

橋梁補修　N=１橋 河津町

（１）　縄地線（妻坂橋） 橋梁補修　N=１橋 河津町

（１）　縄地３号線（落合橋） 橋梁補修　N=１橋 河津町

（１）　縄地２号線（子安橋） 橋梁補修　N=１橋 河津町

効果促進事業費の割合
1.8%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ｃ

0% - 100%
(100.0％)

(H25当初) (H27末) (H29末)

社会資本総合整備計画（防災安全交付金）　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

省略
工種

市町村名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
168百万円 Ａ 165百万円 Ｂ 0百万円

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

3百万円

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

（１）　見高浜線（見高橋）

河津町

橋梁補修　N=１橋 河津町

橋梁補修　N=１橋 河津町

路面性状調査（57km）

法面構造物調査（19箇所）

橋梁点検　N=90橋

橋梁補修　N=１橋

　河津町において目標の達成状況やその要因を確認・とりまとめを行い事後評価を実施し、学識経験者を含む岩崎
貴志氏に意見を聴取した

橋梁補修　N=１橋 河津町
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Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 事業

種別 種別 団体 間接 主体 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業 事業実施期間（年度）
種別 種別 団体 間接 主体 H25 H26 H27 H28 H29

44-C1 調査計画 一般 河津町 直接 道路ストック総点検基礎データ収集 河津町 3

合計 3

番号

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・補修すべき橋梁の補修実施率が0％から40％となり、施設の安全性が向上した。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・1橋（峰橋）は架け替えを含め検討していたが、R1台風により落橋し、現在再建予定なし

最終目標値 100.0%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 100.0%

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

調査

備考

備考

備考

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

今後の方針として、健全度が管理限界を下回っている橋梁について、計画的かつ予防的な補修や適切な補修により施設の安全確保及び長寿命化を目指す。

指標①（補修実
施率の向上）

番号
省略 事業内容要素事業名

法面構造物基礎調査（20km）

要素事業名
（延長・面積等）

事業内容

一体的に実施することにより期待される効果

備考

番号
省略
工種

市町村名
事業実施期間（年度）

工種 （延長・面積等）

市町村名
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